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  We present a case of a tumor in the ureter and bladder of a 94－week－old female Wistar rat in

the control group of an experiment， which was encountered by chance． The rat had bilateral renal

cysts and a unilateral ureter stone． Spontaneous urothelial tumors in this strain have not been docu－

mented
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       緒     言

 ラットの自然発生腫瘍は系統により多少異なるが，

一般に下垂体，副腎，甲状腺などの内分泌臓器や乳

腺，精巣，子宮などの生殖器の腫瘍が多く，尿路上皮

腫瘍は非常にまれである1－3）．

 最近われわれはビタミンD投与実験の無作為対照群

において，屠殺時偶然に見つけられたラットの尿路上

皮腫瘍の症例を経験したので若千の文献的考察を加え

報告する．

        症     例

 S4－6，ラットはWistar系雌で，搬入時38週齢で，

体重は440gであった．ほかの2匹とともに一つの

ケージに入れ，水分および飼料は自由摂取とし，ビタ

ミンD投与実験の対照群として飼育した．飼料はCE－

2（日本クレア）を用い，水分は水道水を用いた．

 90週齢のとき摂水量の多いことに気づき，調べたと

ころ約60ml／dayであった．ほかの2匹は20 ml程

度であった．また体重減少もみられ，屠殺時302gで

Fig． 1． Bilateral renal cysts， left contracted

    kidney and right hydroureter are

    seen
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Fig． 2． a， Large renal cyst and dilated renal pelvis are seen in the right kidney

      b， Histology of the kidney． Pyelonephritic changes are seen

Fig． 3． Papillary tumors in the right ureter

      end and large tumor in the dome

      of the bladder are seen
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Transitional cell carcinoma

1） of the ureter （×40）
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Transitional cell carcinoma（Grade

2） of the urinary bladder （×200）

あったが，ほかの異常には気づかなかった．

 屠殺時所見（94週齢）：血液化学検査ではBUN 50

mg／dl， クレアチニン2．6 mg／dl， Ca 12．6 mg！dl， P

10．1mgldl，アルカリフォスファターゼ13．6 KA－U

で腎機能低下がみられた．

 解剖所見では尿路系の異常がみられ，Fig．1のeと

く両側腎嚢胞，左萎縮腎，右水尿管がみられ，腎の割

面と組織像はFig．2a， bのごとくで，腎孟腎炎の像

を呈していた．膀胱および右尿管を開けると，Fig．3

のごとく尿管下端にゴマ粒大の結石とともに乳頭状の

腫瘍がみられ，膀胱には頂部に大きな広基性の腫瘍が

みられた．尿管腫瘍の組織像はFig．4のごとく乳頭

状に増殖した移行上皮癌で，石川らの分類4）でGrade

lに相当し，筋層への浸潤はみられなかったが，膀胱

腫瘍はFig．5のごとくGrade 2で，筋層への浸潤

もみられた．また尿管および膀胱腫瘍の周辺粘膜には

扁平上皮化生がみられた．なお尿管結石の成分はリン

酸カルシウムであり，またほかの臓器にはとくに異常

所見は認められなかった．

考 察

 ラットの自然発生尿路上皮腫瘍は多くの系ではき

わめてまれである．特異的に頻度の高い系としては

Norway rat（BN／BiRij）があり，膀胱腫瘍の発生頻

度は雄で28％，雌で2％で，尿管腫瘍の合併も多く，
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また結石発生の頻度も高いとの報告がある5）．また

ACI／N ratでは膀胱腫瘍が3。6％（雄），4．8％（雌）

にみられ，膀胱巨石の合併が半数にみられたと報告さ

れている6）．そのほかの系では1％以下で，Wistar系

での尿路上皮腫瘍の発生の報告はみられないIN3）．

 前述のごとく腫瘍発生と結石との関係であるが，ラ

ットでの尿路結石の発生は比較的頻度が高いこと7），

ACI／N ratでの半数は平石がないこと6），また本症例

では膀胱には結石がないことなどより結石は二次的に

できたものかと思われる．なお本症例では両腎に嚢胞

形成がみられ，ヒトにみられる老人牲のものと考えら

れ，老齢が1つの腫瘍発生の要因と考えられる．

 本症例の腫瘍組織像は移行上皮癌で，尿管腫瘍と膀

胱腫瘍の悪性度，浸潤度は異なっていたが，前述の

ACIIN rat， Norway ratでは移行上皮癌が多いが，

扁平上皮癌のこともあり，浸潤傾向のみられるもの，

転移をきたしている例もある5・6）．また最近よくおこ

なわれている化学発癌剤投与による実験的膀胱腫瘍4・

8・9）との類似性であるが，とくに組織学的には差はな

いようである．

 最後に自然発生腫瘍の定義についてはさまざまの論

議のあるところであるが，長期実験の対照群の実験動

物で，対照食を投与されたものに発生したものが自然

発生腫瘍であると，一般にきれており2），本症例もこ

れに準じて自然発生腫瘍の語を用いた．

結 語

 ウィスター系ラットにみられた膀胱・尿管腫瘍の自

然発生症例を報告し，若干の文献的考察を加えた．

 なお本論文の要旨は第31回日本泌尿器科学会中部連合会

（奈良市）にて発表した．稿を終わるにあたり，ご助言を賜

わった京都大学医学部吉田 修教授ならびに宮川美栄子講師

に深謝いたします．
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